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社会福祉法人 新発田市社会福祉協議会問い合わせ先

専用駐車場Ｐ

新発田市
ボランティア
センター

カルチャー
センター

新発田駅

県立新発田病院

〒957ｰ0054　新発田市本町4ｰ16ｰ83
TEL 23ｰ1000 FAX 26ｰ3300（ボランティアセンター内）
（土・日・祝日を除く）

ホームページ http://www.shibata-shakyo.or.jp
社協だより（PC版）がご覧になれます

あなたの町のみまもりアン
テナ

開催しました！

　６月23日（日）新発田市地域交流センターあおり館屋内広場にて「地域みまもり隊の
集い2019」を開催し、167名の方にご参加をいただきました。「地域密着型のまちの電気
屋さんの取り組み」と題し、新潟県電機商業組合新発田支部長の澁谷博さまからご講演い
ただき、『地域みまもり隊の「今」そして「10年後」～あなたの気づきが見守りにつなが
る～』と題した地域みまもり隊登録３団体から活動報告と、同じくみまもり隊登録団体の
一新法律事務所の中川弁護士より法律的な観点からのお話をいただきました。
　大切な地域だからあなたの♥ココロ♥ひとつで変わります！無理なく地域の特性に合わ
せたいろんな形の緩やかな見守り活動で笑顔がふえますように！

開催しました！開催しました！開催しました！

地域みまもり隊
　　 の集い2019

しばた社協だよりは、ボランティアグループ音声訳「むぎの会」により音声訳されています。
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ボランティア連絡協議会登録団体

新発田音声パソコンフィンゲル

ボランティア連絡協議会登録団体

新発田市囲碁将棋同好会

☆問い合わせ先☆
　新発田市社会福祉協議会
　TEL：23-1000

☆問い合わせ先☆
　代　表：湯浅 昭吉
　事務局：齋藤 秀三　
　　　　　TEL：24-5927

　視覚に障がいがある方が不自由を感じている
「文字の読み書き」や「情報収集」などをパソ
コンを使用して生活の質的向上を目指していま
す。
　会員は男性14名・女性14名の28名（内、視
覚障がい者15名）でパソコンの勉強や情報交
換を定例会にて行っています。「一緒に食べる
お昼ご飯の時間も楽しいです。」と代表の坂上
さんは語ります。　
　また、社会福祉協議会で実施している「ふく
し出前講座」として、新発田市内の小・中学校
へ、視覚障がい者の生活や問題点、盲導犬に関
すること、誘導歩行などの講話や体験をしてい
ます。
会員募集中です！一緒に活動してみませんか♪

定例会日時
　毎週月曜日　午前10時から午後３時
定例会場所
　新発田市ボランティアセンター

　介護施設やこども教室などで囲碁将棋活動
をしています。子どもから高齢者まで楽しむ
ことが出来るのが、囲碁将棋の魅力です。「考
えて策を講じた末に勝つと喜びはひとしおで
す。」と代表の湯浅さんは語ります。
　また、「各施設にて囲碁将棋ボランティア
会員が来るのを待っていてくださる方がいる
からこそ、活動を続けられます。」と事務局
の齋藤さんより、やりがいについて教えてい
ただきました。
　体力を必要とせず、長年培った知識と指先
で、いくつになっても続けられる活動です。
会員と対局相手を募集します。ぜひお気軽に
お問い合わせください♪

活 動 日　随時
活動場所　随時

〈定例会とふくし出前講座の様子〉

〈介護施設での対局会員の様子〉



新発田市社会福祉協議会　理事・監事・評議員のご紹介
　　　　　（12名）  任期 令和元年６月11日～令和３年６月の定時評議員会終結時まで

役職 氏名 選出区分 役職 氏名 選出区分
会長 白田　久由 学識経験者 理事 熊谷　　清 町内会・自治会
副会長 神田　敬一 学識経験者 理事 坂上　新一 関係行政機関
副会長 田中　利光 学識経験者 理事 曽我　昭博 福祉関係
理事 髙橋　次夫 民生委員児童委員 理事 籠島由美子 福祉関係
理事 片桐　　隆 町内会・自治会 理事 荒川真里子 福祉関係
理事 長谷川芳三 町内会・自治会 理事 島　　　仁 福祉関係

理　事

　　　　　（18名）  任期 平成29年４月１日～令和３年６月の定時評議員会終結時まで

氏名 選出区分 氏名 選出区分 氏名 選出区分
磯部　康治 民生委員児童委員 本間　紀夫 町内会・自治会 佐藤　孝子 福祉団体
渡邉　正一 民生委員児童委員 小林　　修 福祉団体 渡辺  広子 会員代表
杉原　　智 民生委員児童委員 渡邊　定雄 福祉団体 本田  義夫 会員代表
渡邉　孝治 町内会・自治会 渡辺　正文 福祉団体 小柳  龍史 会員代表
大塚　一彦 町内会・自治会 大浦　秀明 福祉団体 岩村  昌枝 会員代表
駒澤　俊一 町内会・自治会 神田アヤ子 福祉団体 菊池安太郎 会員代表

評議員

　　　　　（２名）  任期 令和元年６月11日～令和３年６月の定時評議員会終結時まで

監事 三田村明彦 監事 村田はるみ

監　事
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令和元年8月3日（土）～4日（日）

ふれ愛
ワークワークワークワークワーク
キャンプ
2019

目　　的▶ 体験学習を行い地域社会についてを知る
ことで、自らの考えを深めることを目的
とします。

対　　象▶新発田市内の小学生（４・５・６年生）
　　　　　及び中学生
定　　員▶20名（先着順）
集合場所▶ 新発田市ボランティアセンター
　　　　　※ 希望がある場合は各支所（豊浦・紫雲寺・加

治川）まで送迎します。
参 加 費▶小学生　3,000円／中学生　3,500円
　　　　　（食事代を含む）
申込締切▶令和元年７月23日（火）まで

問い合わせ・申し込み先　新発田市社会福祉協議会　TEL 23－1000

主催：新発田市社会福祉協議会　共催：新発田市

日本赤十字社活動資金にご協力をお願いします
　赤十字の活動は、自治会や町内会を通じて、市民の皆さまからお寄せいただく協力金や、企業や団体の皆さまから
寄せられる寄付金で成り立っています。
　災害で被災された方々への支援や、災害に備えた救援物資の備蓄や医療チームの訓練など、救護体制の強化に努め
てまいりますので、赤十字活動資金へのご理解とご協力をお願いいたします。

災害救護活動

皆さまからの協力金はカタチを変えて、皆さまのところへ
市民の皆さま 自治会・町内会協力金 協力金

各市町村・赤十字窓口 日本赤十字社新潟県支部協力金

協力金の使われ方

◎ 住宅火災や自然災害の被災世帯に毛布・タオル等
の物資・見舞金を交付
◎災害時に備え、テント・備品を配置
◎国内外の災害義援金の受付

◎ 災害時を想定した訓練（炊き出し、救護アマチュ
ア無線での情報伝達）
◎視覚障がい者のための点字図書の作製

講習会の開催
◎救急法（心肺蘇生法・ＡＥＤ・応急手当）
◎幼児安全法

１０,443,281円
新発田市内協力金収入実績額
平成30年度

黄色い帽子の寄贈事業 炊き出し訓練の様子
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発達障がい児･者理解促進講演会
家族や地域がともに学べる場「こころ塾」

～発達障がいの理解と家庭や地域でできる事～

　発達障がいは外見からはわかりづらく、周囲の理解が得られず誤解を受けることがあります。その
結果、本人の状況や周囲との関係性が悪化することも少なくありません。
　発達障がいについて正しく理解し、家庭や地域で配慮すべきことやどのように支えていけばよいの
かを考えてみませんか？

日　　時：令和元年８月10日（土）午後１時～４時
会　　場：地域交流センター　あおり館 屋内広場
定　　員：100名
対　　象：発達障がいについて関心や関わりのある方
申込締切：令和元年８月５日（月）
申し込み先：新発田市社会福祉協議会
　　　　　地域福祉課  TEL 23-1000

■講師プロフィール
新潟大学教育学部教授。「応用行動分析学に基
づく、就学前児童の気になる行動へのアプロー
チ」、「青年期の社会参加」、「応用行動分析学
に基づく強度行動障害へのアプローチ」、「共
生社会と障害者差別」などに関する研究に取
り組んでいる。ジアース教育新社より「発達
が気になる乳・幼児のこころ育て・ことば育
て-子供を育む話100選-」を出版。

時　間 内　　　　容

午後１時～ 開会＆オリエンテーション

午後１時05分～ 講演会
「 発達障がいの理解と地域でできること」
新潟大学教育学部　教授　有川宏幸氏

午後２時55分～ トークセッション
聞き手　新潟大学教育学部　教授　有川宏幸氏
話し手　特定非営利活動法人
　　　　にいがた若者自立支援ネットワーク伴走舎
 副理事 鈴木貴之氏
 ひきこもり経験者

午後４時 閉会

　手話や障がい者スポーツなどの体験を通して交流をし、
いろいろな福祉を学ぶ企画です。あなたもこの夏は福祉
に触れて、素敵な思い出の１ページを作りませんか？

－体験プログラム日程－
日　程 時　間 講　座　内　容

８月１日（木）午前９時30分 ～12時
サマースクール★外国に関わる子ども達
の支援　～多文化にふれて学ぶ～

８月８日（木）午前12時45分 ～４時30分
～地域の方ならどなたでも気軽に立ち寄
れる～　地域の集いの場

８月９日（金）午後７時 ～午後９時 楽しい手話教室

８月14日（水）午前９時30分 ～午後４時30分
石動神社奉納相撲大会
～松岡相撲保存会から伝統について学ぶ～

８月20日（火）午前９時 ～午後２時
子育て支援
～子育てサロンでいっぱい遊ぼう～

８月22日（木）午後１時30分 ～午後４時30分
障がい者スポーツ
ブラインドサッカー

８月24日（土）午後１時 ～午後６時30分
24時間テレビ42「愛は地球を救う」
街頭募金
～あなたの一歩が明日をつなぐ～
※２日間の参加となります８月25日（日）午前９時 ～午後６時30分

８月31日（土）午後１時30分 ～午後４時30分
学生交流会
～県外県内の学生と交流しよう～

対　　象 中学生、高校生、専門学生、大学生
定　　員 各講座30名程度
申込締切 各講座開催日の５日前まで

Ｓummer倶楽部ふくし倶楽部ふくし倶楽部ふくし倶楽部ふくし倶楽部ふくし倶楽部ふくし倶楽部ふくし倶楽部ふくし倶楽部ふくし
始めます

ＳummerＳummerＳummerＳummerＳummerＳummerＳummerＳummerＳummer

日本赤十字社新発田市地区ではこのような活動をしています

詳細についてはホームページにチラシがありますのでご覧ください♪

２３ 新発田市社協だより新発田市社協だより №367№367
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